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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 17 陣の記録 

 スポーツ交流（バドミントン）対象国：ブルネイ 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、ブルネイより大学生等

14 名及が 2018 年 12 月 11 日～12月 18 日の日程で来日し、「スポーツ交流（バドミン

トン）」をテーマとしたプログラムに参加しました。 

 一行は、都内でのテーマ関連施設の視察を通して、日本におけるバドミントン事情

についての知見を深め、そして、2つの学校を訪問し、同世代とのスポーツ交流を行

い、日本とブルネイとの間の相互理解を深め、友情を育みました。また、栃木県にて

ホームステイを体験し、日本人や日本の魅力に直接触れる機会を持ちました。プログ

ラム中、一行は、各々の関心事項や体験、日本の魅力について SNS を通じて対外発信

を行いました。帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラ

ン（活動計画）について発表しました。 

【参加国・人数】 ブルネイ 14 名 

【訪問地】 東京都、栃木県 

 

２．日程  

12 月 11 日（月・祝）来日、【オリエンテーション】 

12 月 12 日（火） 【学校訪問・スポーツ交流】学校法人大東文化学園大東文化大学 

第一高等学校 

12 月 13 日（水） 【文化視察】浅草寺、【学校訪問・スポーツ交流】日本体育大学 

12 月 14 日（木） 【テーマ関連の視察】ヨネックス東京ショールーム 

東京都から栃木県へ移動、【ホームステイ】栃木県大田原市 

12 月 15 日（金） 【ホームステイ】 

12 月 16 日（土） 【ホームステイ】、【地域住民・関係者との歓送会】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

12 月 17 日（日）   栃木県から東京都へ移動、【成果報告会】 

12 月 18 日（月）   帰国 

 

３．プログラム記録写真  
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12 月 12 日【学校交流】学校法人大東文化学園 大東文化大学第一高等学校 

  
12 月 13 日【スポーツ交流】日本体育大学 

  

12 月 13 日【文化視察】浅草寺 
12 月 14 日【テーマ関連の視察】 

ヨネックス東京ショールーム 

  

12 月 15 日【ホームステイ】 12 月 17 日【成果報告会】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ ブルネイ学生 

このプログラム中で出会った人はみんないい人で、私たちを快く迎え入れてくれたので、

私はまた日本に来て、都会ではなく日本の地方をもっと深く知りたいと思いました。日

本でほかの留学生と会うことができたのもとてもよかったです。日本やカナダの生徒と

おしゃべりをすることができました。食べ物は本当においしくて、新鮮で健康的でした。

ホームステイで私の家族はとても心温かくて、私たちをご自分の娘のように大事にして

くださいました。普段食べる食事や伝統的な食べ物を、どうやって食べるかおしえてく

れました。たとえばお寿司や、大きなお茶碗でいただく抹茶などです。ここで得られた

友情や家族との絆を大事な思い出として持ち帰りたいと思います。このような素晴らし

い経験をさせていただいた皆さまに本当に感謝します。 

◆ ブルネイ学生 

学校交流や授業では、日本の皆さんがブルネイのことを色々と調べていたこと、また文

化やスポーツを勉強に取り入れていたので、感銘を受けました。日本の学校には規律正

しさと時間を守る精神があり、それがブルネイとの違いだと思いました。ヨネックスへ

の訪問では、小さいスペースながらも様々な製品やその裏に隠された科学など、歴史や

ストーリーが伝わって素晴らしかったです。ホームステイでは、農作業、料理、観光ス
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ポットなどでとても楽しい時間を過ごし、色々なことを学びました。私たちの宗教的な

習慣も尊重していただき、何の問題もなく過ごせたこともうれしかったです。 

 

５．受入れ側の感想 

 学校関係者（大東文化大学第一高等学校） 
午前中に国際交流委員 15 名、午後にバドミントン部 30 名が交流できました。たどたど

しく話す本校生に対しても、笑顔で待ってくれたブルネイの生徒さんが印象的です。こ

の日の交流で国際交流に興味を持った・自信を得た生徒が増えた感があります。「全校

生徒に国際交流を」をモットーに訪日団を受け入れています。担当者としてはうれしい

限りでした。 

 ホストファミリー（栃木県大田原市） 
ブルネイ・ダルサラーム国について、について、知識がなく（受入れの）心配をしてい

ましたが、色々と交流ができ勉強になりました。大田原市最大規模のイルミネーション、

冬到来（を告げる）白鳥、日本一の天狗の面、芸術大化研究所での芸術品の鑑賞等を見

て皆で感動してくれたこと、本当に受け入れしてよかったと思いました。 

 

６．参加者の対外発信  

 

 

大東文化大学第一高等学校に行きまし

た。日本の文化そしてはるばるカナダの

文化についても学び、その後はバドミン

トン部の生徒たちと交流試合をしまし

た。とてもよい時間を過ごしたので、また

彼らに会いたいです。 

みんなの体温を（タイの訪日団学生と）厳

しく二人で測り、その後タイの出発を見

送りました。タイの学生とも文化交流が

できました。それから浅草の浅草寺に行

きました。午後は、一時間半かけて日本体

育大学に行き、バドミントン交流をしま

した。コミュニケーションは難しかった

ですが、そこはボディランゲージで乗り

越え、たくさんの友だちを作ることがで

きました。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 
JENESYS プログラムを通じて、バドミントンへの関心に火をつけるため、JENESYS

バドミントン交流のことを一般の人に推進します。 

 ブルネイ・バドミントン協会の方々に今回の体験を共有し、文化青年スポーツ
省と共に自分たちの企画した JENESYS の活動への協力を仰ぎます。 

 エキシビション・ブースで自分たちの体験を共有し、下記のバドミントン・ワ
ークショップを宣伝します。 

 首都の中心広場で毎週行われるイベントに出展し、JENESYS のことやアクショ
ン・プランで企画したイベントのことを広め、若者のバドミントンへの関心に

火をつけます。 

 ブルネイの若者にとって大きなイベントである青年会議に参加する。そこで
JENESYS のことや自分たちの体験を伝え、そこに来ている青年たちの JENESYS

への参加を促す。またアクション・プランで企画したイベントのことを広める

機会としても活用します。 

 バドミントン未経験の 8 歳から 18 歳を対象に、バドミントン・ワークショッ
プを実施する。またその際には、自分たちが JENESYS プログラムで学んだこと

やヨネックス・ショールームで学んだヨネックスの歴史、日本での一流のバド

ミントン施設やトレーニングのことなども共有し、初心者には基本的なスキル

を、上級者にはハイレベルなスキルを教え、それによって多くの若者にバドミ

ントンに興味を持ってもらいます。 

 2019 年にジュニア・バドミントン大会を開催します。8 歳から 18 歳を対象と
した大会を毎月開催します。この活動を学校や大学を通じて広め、若者がバド

ミントンに触れる機会を増やします。 

 


